
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度会派公明党視察報告書 

 

平成３０年７月２５日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１． 視察日程 

平成 30 年 7 月 17 日・18 日・19 日 

 

２． 視察先・目的 

（１）北海道函館市 平成３０年７月１７日 

   「ガーデンシティ函館」の実現に向けたとりくみについて 

（２）北海道石狩市 平成３０年７月１８日 

   道の駅「あいろーど厚田」について 

（３）北海道札幌市 平成３０年７月１９日 

   ア）家庭ごみ有料化及び新スリムシティさっぽろ計画について 

   イ）札幌市景観条例について 

 

３．視察参加者 

  宮本 均   

  中村 義雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



北海道 函館市 

 

【人口】 266,117 人  

【世帯】 123,968 世帯（平成 27 年国調） 

【面積】 677.87 ㎢ 

【概要】 安政 6 年（1859 年）横浜・長崎とともに日

本最初の国際貿易港として開かれて以来いち早く外国文

化に触れ市民の中にも新進的な国際感覚が息づく長い歴

史と文化を有する街である。 

 平成 17 年には「中核市」に移行し、多くの市民サー

ビスの提供や地域特性を生かした施策が可能になり「ふ

れあいとやさしさに包まれた世界都市」の実現に向けた

取り組みを行っている。 

 

【視察目的】 

「ガーデンシティ函館」の実現に向けた取り組み 

20 年以上かけて整備してきた西部地区の街並みは現在の函館観光の中心的存在

となっている。この手法を他地区の特性を生かして市全域に広げる取り組みで

ある。 

 今までの観光資源やイベントに頼る街づくりから新たな視点に立った街づく

りについて調査する。 

【事業概要】 

推進時期 前期 H28～H32 

     中期 H33～H37 

     後期 H38～H42 の 15 年間 

基本方針 

・住む人や訪れる人が、見て、歩いて、感じて楽しいまちづくり 

・まちの魅力度向上による賑わいの創出と交流人口の拡大 

・将来にわたって持続する国内屈指の都市ブランドの確立 

 
 



市全域を重点的に推進する 4 地区（重点推進エリア）を設定。 

【西部地区】異国情緒漂う街並み形成 

【駅前・大門地区】交通・経済・行政、文化の中心地 

【本町・五稜郭地区】商業地域の集積地区。教養・スポーツレクリエーション

地区を有する賑わいのある地区 

【湯の川地区】温泉保養地として独自に発展した地区 

 

 

天候の悪化による交通機関の大幅な遅延により函館市役所到着が遅れたため 

担当部局との質疑応答はできなかった。 

議会事務局から頂いた資料より調査事項を調べた結果は以下の通りである。 

 

 

１． 策定に至った背景及び策定までの経緯 

平成 28 年 3 月、北海道新幹線が開業したことで、これまで以上に国内

外から観光客などが増加することが見込まれており、今後、交流人口の

拡大に対応した街づくりを加速しなければならない。函館市においては

新幹線はもとより新千歳、青森、仙台等の連携などにより外国人観光客

が 100 万人の大台に乗ることが期待されている。 

これまでのような観光資源やイベントのみに頼る街づくりを転嫁し、15

年後、２０年後を見据えた長期的な視点に立った街づくりに取り組む必

要がある 

２． 市民及び関係機関・団体との協同について（下記表を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．今後の課題及び進捗管理について 

【課題】市民・観光客の銅線を意識した重点す指針エリア間の連続性を図るた

めの市内移動手段等の確保。 

【進捗管理】 

 

【所感】 

「歴史と文化の薫る街」函館市と市川市の共通の

ストーリーである。 

観光資源が豊富な街にありがちなことではあるが 

観光優先で生活者（市民）の生活が犠牲になりは 

しないか、特に注意すべき点である。 

また、市川市と同様、観光資源・地域資源は市内

に点在するが、繋がりがない。地域間の連続性 

に特に配慮が必要と思われる。解決策の一つとし

て都市デザインの骨格を共有する事が掲げられている。市民の共通認識を作り

上げる手法として今後注目していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

函館市役所前 



北海度 石狩市 

【人口】 58,374 人  

【世帯】 27,486 世帯 

【面積】 722.42 ㎞ 

【概要】  慶長年間に松前藩により「石

狩場所」が設けられて以来、石狩は漁業

や蝦夷（アイヌ）との交易の中心地とし

て栄えた昭和 30 年代には、札幌市の人口

の急増から大規模団地として注目され人

口はめざましく増加した。平成 8年

（1996 年）9月 1日に、石狩町は「石狩

市」となり市制が施行され、着々と発

展、平成 17 年（2005 年）10 月 1 日に、

石狩市・厚田村・浜益村が合併して、新

「石狩市」が誕生した。 

【視察目的】 

道の駅「あいろーど厚田」について 

平成 30 年 4 月 27 日にオープンした道の駅石狩「あいろーど厚田」は地域住民

の議論の積み重ねから導き出された「近説遠来」の思想による地方創生の拠点

としての機能をもつ。 

新たな形の道の駅の特徴や展望等について調査する 

【事業概要】 

面積 24,472 ㎡ 

建物 鉄筋コンクリート造 3 階建て 

建築面積 794 ㎡ 

駐車場 大型４ 普通 147 身障者３ 

トイレ オストメイト対応２器 お持つ交換シート 2 台＞24 時間トイレ 

    男性小３ 大２ 女性４ 身障者１ 

総事業費 約 14 億円 

重点道の駅選定 平成 27 年 1 月 30 日 

 

 

【展示施設】 

1 階 地域観光情報コーナー・ホール 地場物産販売コーナー 

2 階 肥前・歴史展示コーナー 郷土資料室 

3 階 展望フロア・デッキ 

【飲食施設】 

1 階、及び 2 階 

【来店者推移】4 月 27 日～7 月 16 日 

一日当たりの最高来店者数 7,300 人 累計来店者数 270,000 人 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%85%B6%E9%95%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%BE%E5%89%8D%E8%97%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%9D%A6%E5%A4%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%83%8C


当初の目標の年間 20 万人を大きく上回る来店者数となっている 

【事業概要】 

地域資源を複合的に活用した複合施設の在り方と地位づくりに資する地域一体

型の多機能拠点の在り方を示し、厚田における多機能拠点の形成により活性化

を目指す 

 

★地域資源 観光資源、食資源（海産物・農産物）、人的資源 

   

食資源  

鮭 ニシン かれい ほたて ホッキ貝 タコ ナマコ シャコ ウニ 

メロン かぼちゃ いちご サクランボ  

 

人的資源  

高齢化による地域づくりの後継者の確保が課題になっており、現在進めている

大学との連携・交流による取り組みなど、地元人材の掘り起こしと、大学との

関わりも重要である。 

【基本的な考え方】 

住民自治の推進 

賑わいの形成 

自慢できるまちづくり 

 

 

 

 

 

 



【調査事項】 

１． 解説までの経緯について 

合併により縦に長い石狩市の中央部（厚田地区）に新たな拠点を形成し

地域活性化を図るために、住民参加型の事業を設ける。 

 

２． コンセプト及び特長 

コンセプトは【基本的な考え方】を参照 

   観光案内所や観光名所が集まる厚田講演周辺エリアを域外から人を呼び

込む「集客交流拠点」として位置付けている。 

   （他には「地域生活拠点」、「自然体験交流拠点」がある） 

   ★道の駅限定販売の地元食材を生かした商品開発を行い、順調に売り上

げを伸ばしている 

３． 地域住民の関わりについて 

郷土情報発信スペースを設け、地元団体「厚田資料室サポートの会」に

ょる企画展示、イベントなど地域活動の発信の場としての機能をもつ。 

４． 今後の展望 

事業開始 3 か月で年間目標を上回る来店者となり、駐車場待ちの状況が

多く拡張の検討も始めている。 

将来、厚田への移住促進を視野に、市街地の物権お把握とともに、情報

提供を行う窓口を道の駅に設けるなど、その促進に向けた事業スキーム

を検討していく。また、現在はカズノコを使用した押しずしが 1 日４０

０食限定で午前中に売り切れの状態である。新たな商品開発にも力をい

れていく。 

【所感】 

平日の調査であったが、活気に満ちた道の駅であった。既存の「あいろ

ーどパーク」内に道の駅を設け、周辺には子供広場や「戸田城聖生家」

などの名所があることから、集客は当初の見込み通りといえるだろう。 

   また、冬場の避難場所としての機能で 24 時間利用できる車両避難場所

として道路利用者の安全のための施設となっている。 

   トイレも一部 24 時間利用できるようになっている。 

   所謂道の駅に一部高速 SA（PA）の機能を持たせたといえる。 

    

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



北海道 札幌市 

【人口】 195 万 6,700 人  

【世帯】 946,010 世帯 

【面積】 121,26 ㎞ 

【概要】  

 アイヌの人たちが住んでいた蝦夷（えぞ）地は、明治 2年（1869 年）に北海

道と改称されて、開拓使が置かれ札幌本府の建設が始まる。明治 8年（1875

年)、最初の屯田兵が入植。人々は遠大な札幌建設計画に基づいて、鉄道を敷

き、産業を興して、道都・札幌を築く。大正 11 年（1922 年）の市制施行以

来、近隣町村との度重なる合併・編入によって、市域・人口を拡大してきた札

幌市は、昭和 45 年（1970 年）には人口が 100 万人を突破し、2年後の昭和 47

年（1972 年）に政令指定都市へ移行した。 

【視察目的１】 

家庭ごみ有料化及び新スリムシティさっぽろ計画について 

札幌市や社会の城聖を見据え、今後１０年間のごみの減量・リサイクルと適正

処理に関する方向性を定める計画。これまで築き上げてきた市民・事業者・行

政の協働、関係団体との連携による取り組みを一層推進し、これまでのごみ減

量・リサイクルを踏まえたより高いレベルでの３Rを行っていく。 

【市事業概要】 

「環境」「協働」「安心」「効率の４つの基本方針を掲げ、これらのバランス

を取りながら各施策に取り組み、政令市で最も少ないごみ排出量となることを

目標とする 

環境 ２Rの取り組みと資源化推進により環境負荷が可能な限り少ない社会を

目指す 

協働 市民・事業者・行政の連携による、ごみ減量・リサイクルの取組推進を

目指す 

安心 だれもが安心してごみ出しできる体制を目指す 

効率 費用対効果を考慮し、コストの最適化を目指す 

「新スリムシティさっぽろ計画」２０１８年度から２０２７年度の１０年間 

 

 



【調査事項】 

１．有料化導入の経緯について 

家庭ごみ減量 事業ごみ量は減少しているものの、家庭ごみは横ばいの状況 

償却ごみの減量 清掃工場（篠路清掃工場）の耐用年数が迫っている 

埋立地の延命化 現状のまま推移すると埋め立て地は平成３６年で一杯になる 

 

平成１７年４月 有料化の是非について審議会に諮問 

平成１９年３月 答申 有料化を市民に提案していくべき 

平成２０年３月 「スリムシティさっぽろ計画」の策定 有料化を盛り込む 

平成２０年６月 議会において改正条例案可決 

平成２１年７月 有料化を含む「新ゴミルール」を導入 

 

★新ごみルール  

◆「燃やせるごみ」「燃やせないごみ」の有料化 

◆「雑がみ」「枝・葉・草」の分別収集・資源化 

◆「びん・缶・ペットボトル」「容器包装プラスチック」の別日収集 

◆「製品プラスチック」「皮革・ゴム類」の分別区分の変更 

◆「燃やせないごみ」の収集頻度の見直し（週１→４週１） 

◆「大型ごみ」の規準お見直し 

 

２．有料化による効果の検証について 

新ごみルール導入後のごみ量の推移 

廃棄ごみ量 家庭ごみで１割、事業ごみで２割の削減が見られた 

償却ごみ量 １割の削減 

平成２３年３月に４清掃工場から３清掃工場に移行。経費の大幅削減ができた 

 

３．減免制度の内容及び適用状況について 

減免制度  

◆２歳未満の乳幼児がいる世帯  ２歳になるまで指定ごみ袋を交付 

H27 16,310 件  H28 15,606 件  H29 15,575 件 

◆在宅高齢者等・重度障がい者おむつサービス事業の受給者 

指定ごみ袋を月 1回、紙おむつを配達する際にあわせて配達 

◆ボランティア袋 

対象 ボランティアで清掃した際に出るごみが 

交付枚数 個人 20 枚／回  団体 200 枚／回 

H29 実績 10ℓ 324,200 枚  40ℓ 786,600 枚 

 

４．新スリムシティさっぽろ計画 概要について 

【計画のポイント】 

リサイクルも進めていくが、資源物も含めたごみ全体を減らしていく 

家庭ごみだけでなく、事業ごみの減量も進める 

現行の分別区分等はそのまま維持する 

 



【事業概要】の他にスリム目標としてごみ量に関する具体的な数値目標「目指

せいちばん！ スリム目標」を設け市民・事業者・の目標共有を図っている 

 
【基本目標】 

 

 

 

 



【主な施策】 

① 食品ロスを減らす取り組み 

 

② クリーニング店などで古着の無料回収 

協力店舗８２店舗 H29 回収量 159ｔ（内クリーニング店 73ｔ） 

③ 小型家電リサイクルをさらに進める 

指定袋外装に案内の掲載で周知を強化 

④ 出前講座「クリーンミーティング」で資源物を回収 

小型家電 古着 水銀体温計・血圧計・温度計 

回収の体験を通して回収拠点の利用につなげる 



【所感】 

職員の日本一を目指す意気込みを感じた。考えられる取り組みは可能な限り実

施、ごみの減量を行っている。 

 また、周知・公報に関しては、ごみ分けガイドの全戸配布、説明会 2,700 回

（参加者 13 万人）テレビ CM180 本 ラジオ CM110 本、ポスター1,400 か所 

新聞広告 60 万部 広報誌、車両ステッカー等、広範囲に広報活動を行った結

果、有料化前後の大きなトラブルは発生していない。 

また、担当部局を超えた取り組みで「食品ロスの減」まで行っている。 

 今後の市川市のごみ減量の取組に大いに参考になる研修であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市役所北玄関前 



【調査目的２】 

札幌景観条例について 

【事業概要】 

良好な都市景観形成に向けて景観資源の

保全・活用を図る必要がある 

重要建築物の保全を図り、地域ごとの景

観街づくりを推進する 

【調査事項】 

１．改正に至った経緯について 

平成 20 年以降、都市景観基本計画のもと、景観法に基づく景観計画重点

区域、指定制度へ制度が移行。また地域との協同による重点区域の基準見

直し等により新たに条例の改正が必要になった。 

２．主な改正点 

① 条例 札幌市景観条例へ名称変更 

② 計画 新たな札幌市景観計画を策定・施行 

③ 新たな制度・取り組み 

新たな届け出対象行為での届け出制度 

景観プレ・アドバイス制度 

活用促進景観資源の制度 

景観まちづくり指針等の制度 

３．良好な景観形成に向けた取り組み 

大規模な建築物の建築や外観の色彩変更などの際は、工事着手 30 日前までの

届け出等、基準の適合を誘導 

建築物に関しては１８ｍ高度地区、壁面長５０ｍを超えるもの追加を新たな対

象とした。 

工作物に関しては築造面積が 2,000 ㎡を超えるものを新たに追加 

「札幌の景観色７０色」を制定。塗り替え、新築等色彩の景観誘導を行ってい

る 

また、景観プレ・アドバイス制度を設け、対象となる事業者等と届け出前に意

見交換の場を設け助言等を行っている 



景観形成上価値がある建築物に関して「移管重要建造物」「札幌景観資産」に

指定し、保全への支援を実施。 

４．地域住民の関わりについて 

 

 

 


